
4  傾 斜 地 用 トラ クター ( ウ ニモ ク ) の 性能 と汎 用性

と 背 景と特徴

山地傾斜地の採草地と放牧地の管理に適した トラタタはなかなか見あたらず、これなては平但

地て使われている トラクタが、そのま 傾ゝ斜地にも利用されている。このため作業の能率、精度

が低くなることと、最も重要な作業の安全性が大きな問題となつている。

そこで、傾斜地用として導入した西 ドイツ製のウエモタトラクタ(車鯛 タイノの トラクタで、

LSt積 みの荷台 と前後側の 3カ所にP・ T・ oを 持つている。4輪駆動、 94馬 力)の 作業性

能を調査した。
' 2 技

術内容

(1)サ ィレージと乾草の調製作業をはじめ、肥料と堆肥散布、資材運般から放牧地のササ、パラ、

小濯木の刈払いまで、多種多様の作業が可能であるぢ④  ロ ータリースラツシヤーによる進木

! の 刈払いは地際での樹経で約 5c″(ミ ズキ、マツなどの軟いもので 10c″ )が限度である。

(2)作 業能率はホイルタイプの トラタタ(フオード5000)と にとん壌 がない。

(3)ブ
H― ドキヤスタによる肥料散布作業をは、傾斜度 3～ 15・ まで作業能率に差がなく、傾斜

度115° でも全 く安全に作業ができる。

(4)実 験装置での完全検転角はフオー ド5000の 38° に対し、 ウ ニモクは 42° (農林省草

地試 )で ウエモタの安全性は高い。

a 指 導上の留意点

(1)ウ エモクトラタタ着用 タイヤは、草地管理には ラノパターンタイヤを着用すること。

(2)ロ
ータリースラツシヤーによる刈払作業にあたつては予め障害物等を確認 してから作業する

こと。作業中も随時作業機の点検を行ない、特に点在する切株は能率低下のみならず作業機損

傷の原因となるので注意する。

(3)傾 斜地の車地管理用 としてウエモ々 トラクタは右望である。価格はフオード5000の 約 2

5倍 している。

4.メ試験成績の概要

(1)試 験課題名 高 冷地における大量調製グラスサイレージの品質改善

― 山 販 斜地における適機種選定 ―

(2)試 験年次及び場所 昭 和 48 ～  50年  岩 手畜試 外 山分場

(3)試 験方法

供試 トラクタ:ウ ニモク(406型 94PS)、 フオード(5000型 65ps)

供試作業機  :フ オレージハーベスタ(フ レイル型 )、 ロータリースラツシヤほか。

(4)試 験結果

ウエモタトラタタにドローパ(リンク式たスインキンク式を表着)を装僚して各種の草地管
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理作業を行ない、更に1部 フォードト

した。

(,)主 要成果の具体的データ
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(6)残 された問題点

ロータリースラツシヤーの改良と作業能率の向上
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